
令和３年度

１級建築施工管理技術検定

第二次検定

試験時間に合わせて解いてみましょう！

■試験内容　施工管理法

■試験形式　記述式（4問）と五肢一択式（2問）

■試験時間　13：00〜16：00

令和３年度

1級 建築施工管理技術検定

第二次検定問題

問
題 1 	 建

けん

築
ちく

工
こう

事
じ

における品
ひん

質
しつ

確
かく

保
ほ

は、建
けん

築
ちく

物
ぶつ

の長
ちょう

寿
じゅ

命
みょう

化
か

を実
じつ

現
げん

するた
めに重

じゅう

要
よう

である。このため、施
せ

工
こう

者
しゃ

は、発
はっ

注
ちゅう

者
しゃ

のニーズ及
およ

び設
せっ

計
けい

図
と

書
しょ

等
とう

を把
は

握
あく

し、決
き

められた工
こう

期
き

やコスト等
とう

の条
じょう

件
けん

の下
もと

で適
てき

切
せつ

に品
ひん

質
しつ

管
かん

理
り

を行
おこな

うことが求
もと

められる。
	 　あなたが経

けい

験
けん

した建
けん

築
ちく

工
こう

事
じ

のうち、発
はっ

注
ちゅう

者
しゃ

及
およ

び設
せっ

計
けい

図
と

書
しょ

等
とう

に
より要

よう

求
きゅう

された品
ひん

質
しつ

を確
かく

保
ほ

するため、重
じゅう

点
てん

的
てき

に品
ひん

質
しつ

管
かん

理
り

を行
おこな

っ
た工
こう

事
じ

を1つ選
えら

び、工
こう

事
じ

概
がい

要
よう

を具
ぐ

体
たい

的
てき

に記
き

述
じゅつ

したうえで、次
つぎ

の1．
及
およ

び2．の問
と

いに答
こた

えなさい。
	 　なお、建

けん

築
ちく

工
こう

事
じ

とは、建
けん

築
ちく

基
き

準
じゅん

法
ほう

に定
さだ

める建
けん

築
ちく

物
ぶつ

に係
かか

る工
こう

事
じ

とし、建
けん

築
ちく

設
せつ

備
び

工
こう

事
じ

を除
のぞ

くものとする。

	 〔工
こう

事
じ

概
がい

要
よう

〕
	 イ．工

こう

事
じ

名
めい

	 ロ．工
こう

事
じ

場
ば

所
しょ

	 ハ．工
こう

事
じ

の内
ない

容
よう

 	 �新
しん

築
ちく

等
とう

の場
ば

合
あい

：建
たて

物
もの

用
よう

途
と

、構
こう

造
ぞう

、階
かい

数
すう

、
延
の

べ面
めん

積
せき

又
また

は施
せ

工
こう

数
すう

量
りょう

、主
おも

な外
がい

部
ぶ

仕
し

上
あ

げ、
主
しゅ

要
よう

室
しつ

の内
ない

部
ぶ

仕
し

上
あ

げ
	 	 �改

かい

修
しゅう

等
とう

の場
ば

合
あい

：建
たて

物
もの

用
よう

途
と

、建
たて

物
もの

規
き

模
ぼ

、主
おも

な改
かい

修
しゅう

内
ない

容
よう

及
およ

び施
せ

工
こう

数
すう

量
りょう

	 ニ．工
こう

　期
き

　等
とう

 	 �工
こう

期
き

又
また

は工
こう

事
じ

に従
じゅう

事
じ

した期
き

間
かん

を年
ねん

号
ごう

又
また

は
西
せい

暦
れき

で年
ねん

月
げつ

まで記
き

入
にゅう

）
	 ホ．あなたの立

たち

場
ば

	 ヘ．あなたの業
ぎょう

務
む

内
ない

容
よう

（ ）
（ ）

❷

❖実地試験結果データ❖

受験者数 12,813人
合格者数 6,708人
合格率 52.4％

解答用紙がありますので、コピーしてお使いください。



令
和
3
年
度

1.		 工
こう

事
じ

概
がい

要
よう

であげた工
こう

事
じ

で、あなたが現
げん

場
ば

で重
じゅう

点
てん

をおいて実
じっ

施
し

した品
ひん

質
しつ

管
かん

理
り

の事
じ

例
れい

を2つあげ、次
つぎ

の①から④について具
ぐ

体
たい

的
てき

に記
き

述
じゅつ

しなさい。
	 　ただし、2つの事

じ

例
れい

の②から④は、それぞれ異
こと

なる内
ない

容
よう

を記
き

述
じゅつ

する
ものとする。

	 ①　工
こう

種
しゅ

名
めい

	 ②　�施
せ

工
こう

に当
あ

たっての品
ひん

質
しつ

の目
もく

標
ひょう

及
およ

びそれを達
たっ

成
せい

するために定
さだ

めた重
じゅう

点
てん

品
ひん

質
しつ

管
かん

理
り

項
こう

目
もく

	 ③　�②の重
じゅう

点
てん

品
ひん

質
しつ

管
かん

理
り

項
こう

目
もく

を定
さだ

めた理
り

由
ゆう

及
およ

び発
はっ

生
せい

を予
よ

測
そく

した欠
けっ

陥
かん

又
また

は不
ふ

具
ぐ

合
あい

	 ④　�②の重
じゅう

点
てん

品
ひん

質
しつ

管
かん

理
り

項
こう

目
もく

について、実
じっ

施
し

した内
ない

容
よう

及
およ

びその確
かく

認
にん

方
ほう

法
ほう

又
また

は検
けん

査
さ

方
ほう

法
ほう

2.		 工
こう

事
じ

概
がい

要
よう

にあげた工
こう

事
じ

にかかわらず、あなたの今
こん

日
にち

までの工
こう

事
じ

経
けい

験
けん

を踏
ふ

まえて、現
げん

場
ば

で行
おこな

う組
そ

織
しき

的
てき

な品
ひん

質
しつ

管
かん

理
り

活
かつ

動
どう

について、次
つぎ

の①、②
を具

ぐ

体
たい

的
てき

に記
き

述
じゅつ

しなさい。
	 　ただし、1．④と同

おな

じ内
ない

容
よう

の記
き

述
じゅつ

は不
ふ

可
か

とする。

	 ①　�品
ひん

質
しつ

管
かん

理
り

活
かつ

動
どう

の内
ない

容
よう

及
およ

びそれを協
きょう

力
りょく

会
がい

社
しゃ

等
とう

に伝
でん

達
たつ

する手
しゅ

段
だん

又
また

は方
ほう

法
ほう

	 ②　�品
ひん

質
しつ

管
かん

理
り

活
かつ

動
どう

によってもたらされる良
よ

い影
えい

響
きょう

問
題 2 	 次

つぎ

の1．から3．の建
けん

築
ちく

工
こう

事
じ

における仮
か

設
せつ

物
ぶつ

の設
せっ

置
ち

を計
けい

画
かく

するに
当
あ

たり、留
りゅう

意
い

及
およ

び検
けん

討
とう

すべき事
じ

項
こう

を2つ具
ぐ

体
たい

的
てき

に記
き

述
じゅつ

しなさい。
	 　ただし、解

かい

答
とう

はそれぞれ異
こと

なる内
ない

容
よう

の記
き

述
じゅつ

とし、申
しん

請
せい

手
て

続
つづき

、
届
とどけ

出
で

及
およ

び運
うん

用
よう

管
かん

理
り

に関
かん

する記
き

述
じゅつ

は除
のぞ

くものとする。また、使
し

用
よう

資
し

機
き

材
ざい

に不
ふ

良
りょう

品
ひん

はないものとする。

1.		 仮
か

設
せつ

ゴンドラ
2.		 場

じょう

内
ない

仮
か

設
せつ

事
じ

務
む

所
しょ

❸

3.		 工
こう

事
じ

ゲート（車
しゃ

両
りょう

出
で

入
いり

口
ぐち

）

問
題 3 	 市

し

街
がい

地
ち

での事
じ

務
む

所
しょ

ビルの新
しん

築
ちく

工
こう

事
じ

において、各
かく

階
かい

を施
せ

工
こう

数
すう

量
りょう

の
異
こと

なるA工
こう

区
く

とB工
こう

区
く

に分
わ

けて工
こう

事
じ

を行
おこな

うとき、右
みぎ

の躯
く

体
たい

工
こう

事
じ

工
こう

程
てい

表
ひょう

（基
き

準
じゅん

階
かい

の柱
はしら

、上
じょう

階
かい

の床
ゆか

、梁
はり

部
ぶ

分
ぶん

）に関
かん

し、次
つぎ

の1．から４．
の問

と

いに答
こた

えなさい。
	 　工

こう

程
てい

表
ひょう

は検
けん

討
とう

中
ちゅう

のもので、型
かた

枠
わく

工
こう

10人
にん

、鉄
てっ

筋
きん

工
こう

6人
にん

をそれ
ぞれ半

はん

数
すう

ずつの2班
はん

に割
わ

り振
ふ

り、両
りょう

工
こう

区
く

の施
せ

工
こう

を同
どう

時
じ

に進
すす

める
計
けい

画
かく

とした。
	 　各

かく

作
さ

業
ぎょう

班
はん

の作
さ

業
ぎょう

内
ない

容
よう

は作
さ

業
ぎょう

内
ない

容
よう

表
ひょう

のとおりであり、Aで始
はじ

ま
る作

さ

業
ぎょう

名
めい

はA工
こう

区
く

の作
さ

業
ぎょう

を、Bで始
はじ

まる作
さ

業
ぎょう

名
めい

はB工
こう

区
く

の作
さ

業
ぎょう

を、
Cで始

はじ

まる作
さ

業
ぎょう

名
めい

は両
りょう

工
こう

区
く

同
どう

時
じ

に行
おこな

う作
さ

業
ぎょう

を示
しめ

すが、作
さ

業
ぎょう

A4、
B4及

およ

び作
さ

業
ぎょう

A8、B8については作
さ

業
ぎょう

内
ない

容
よう

を記
き

載
さい

していない。
	 　各

かく

作
さ

業
ぎょう

は一
いっ

般
ぱん

的
てき

な手
て

順
じゅん

に従
したが

って施
せ

工
こう

されるものとし、検
けん

査
さ

や
設
せつ

備
び

関
かん

係
けい

の作
さ

業
ぎょう

については省
しょう

略
りゃく

している。
	 　なお、安

あん

全
ぜん

上
じょう

の観
かん

点
てん

から鉄
てっ

筋
きん

工
こう

事
じ

と型
かた

枠
わく

工
こう

事
じ

の同
どう

時
じ

施
せ

工
こう

は避
さ

け、
作
さ

業
ぎょう

A3、B3及
およ

び作
さ

業
ぎょう

A7、B7はA、B両
りょう

工
こう

区
く

の前
まえ

工
こう

程
てい

が両
りょう

方
ほう

とも完
かん

了
りょう

してから作
さ

業
ぎょう

を行
おこな

うこととする。

	 〔工
こう

事
じ

概
がい

要
よう

〕
	 用

よう

　　　途
と

：事
じ

務
む

所
しょ

	 構
こう

造
ぞう

・規
き

模
ぼ

：�鉄
てっ

筋
きん

コンクリート造
ぞう

、地
ち

上
じょう

6階
かい

、塔
とう

屋
や

1階
かい

、延
の

べ
面
めん

積
せき

3,000 m2

	 　　　　　　階
かい

段
だん

は鉄
てっ

骨
こつ

造
ぞう

で、別
べつ

工
こう

程
てい

により施
せ

工
こう

する。
	
1.		 作

さ

業
ぎょう

A4、B4及
およ

びA8、B8の作
さ

業
ぎょう

内
ない

容
よう

を記
き

述
じゅつ

しなさい。

2.		 作
さ

業
ぎょう

B6のフリーフロートを記
き

入
にゅう

しなさい。

3.		 次
つぎ

の記
き

述
じゅつ

の   に当
あ

てはまる数
すう

値
ち

をそれぞれ記
き

入
にゅう

しなさい。

❹



令
和
3
年
度

作
さ

業
ぎょう

内
ない

容
よう

表
ひょう

（所
しょ

要
よう

日
にっ

数
すう

、必
ひつ

要
よう

総
そう

人
にん

数
ずう

には仮
か

設
せつ

、運
うん

搬
ぱん

を含
ふく

む）

作
さ

業
ぎょう

名
めい 作

さ

業
ぎょう

員
いん

（人
にん

）
所
しょ

要
よう

日
にっ

数
すう

（日
にち

）
必
ひつ

要
よう

総
そう

人
にん

数
ずう

（人
にん

）
作
さ

　業
ぎょう

　内
ない

　容
よう

C1 2 1 2 墨
すみ

出
だ

し
A1 3 1 2

柱
はしら
配
はい
筋
きん
※1

B1 3 2 4
A2 3 3 8

壁
かべ
配
はい
筋
きん

B2 3 1 2
A3 5 1 5

柱
はしら

型
かた

枠
わく

建
たて

込
こ

みB3 5 3 14
A4 5 5 24
B4 5 1 5
A5 5 2 10

梁
はり

型
かた

枠
わく

組
くみ

立
た

てB5 5 2 10
A6 5 3 15

床
ゆか

型
かた

枠
わく

組
くみ

立
た

てB6 5 3 15
A7 3 4 12

梁
はり

配
はい

筋
きん

※1B7 3 4 12
A8 3 4 12
B8 3 4 12
A9 5 1 5

段
だん

差
さ

、立
たち

上
あが

り型
かた

枠
わく

建
たて

込
こ

みB9 5 1 5
C2 2（台） 1 2（台）コンクリート打

うち

込
こ

み

※1：圧
あっ

接
せつ

は、配
はい

筋
きん

作
さ

業
ぎょう

に合
あ

わせ別
べっ

途
と

作
さ

業
ぎょう

員
いん

にて施
せ

工
こう

する。

	 　A工
こう

区
く

とB工
こう

区
く

の施
せ

工
こう

数
すう

量
りょう

の違
ちが

いから、各
かく

作
さ

業
ぎょう

に必
ひつ

要
よう

な総
そう

人
にん

数
ずう

に差
さ

のある作
さ

業
ぎょう

A1、B1から作
さ

業
ぎょう

A4、B4までについて、最
もっと

も効
こう

率
りつ

の良
よ

い
作
さ

業
ぎょう

員
いん

の割
わり

振
ふ

りに変
か

え、所
しょ

要
よう

日
にっ

数
すう

の短
たん

縮
しゅく

を図
はか

ることとした。
	 　ただし、一

いち

作
さ

業
ぎょう

の1日
にち

当
あ

たりの最
さい

少
しょう

人
にん

数
ずう

は2人
にん

とし、一
いち

作
さ

業
ぎょう

の途
と

中
ちゅう

での人
にん

数
ずう

の変
へん

更
こう

は無
な

いものとする。
	 　このとき、変

へん

更
こう

後
ご

の1日
にち

当
あ

たりの人
にん

数
ずう

は、作
さ

業
ぎょう

A1は2人
にん

、作
さ

業
ぎょう

B1は4人
にん

に、作
さ

業
ぎょう

A2は4人
にん

、作
さ

業
ぎょう

B2は2人
にん

に、作
さ

業
ぎょう

A3 の 人
にん

数
ずう

は  あ  人
にん

となり、作
さ

業
ぎょう

A4の人
にん

数
ずう

は  い  人
にん

となる。

4.		 3.で求
もと

めた、作
さ

業
ぎょう

A1、B1から作
さ

業
ぎょう

A4、B4の工
こう

事
じ

ごと、工
こう

区
く

ごと
の割
わり

振
ふ

り人
にん

数
ずう

としたとき、 　 から　 までの総
そう

所
しょ

要
よう

日
にっ

数
すう

を記
き

入
にゅう

しなさい。

躯
く

体
たい

工
こう

事
じ

工
こう

程
てい

表
ひょう

（基
き

準
じゅん

階
かい

の柱
はしら

、上
じょう

階
かい

の床
ゆか

、梁
はり

部
ぶ

分
ぶん

）

◯終◯始

❺ ❻



令
和
3
年
度

検
けん

討
とう

用
よう

問
題 4 	 次

つぎ

の1．から4．の問
と

いに答
こた

えなさい。
	 　ただし、解

かい

答
とう

はそれぞれ異
こと

なる内
ない

容
よう

の記
き

述
じゅつ

とし、材
ざい

料
りょう

（仕
し

様
よう

、品
ひん

質
しつ

、運
うん

搬
ぱん

、保
ほ

管
かん

等
とう

）、作
さ

業
ぎょう

環
かん

境
きょう

（騒
そう

音
おん

、振
しん

動
どう

、気
き

象
しょう

条
じょう

件
けん

等
とう

）及
およ

び作
さ

業
ぎょう

員
いん

の安
あん

全
ぜん

に関
かん

する記
き

述
じゅつ

は除
のぞ

くものとする。

1.		 杭
くい

工
こう

事
じ

において、既
き

製
せい

コンクリート杭
ぐい

の埋
うめ

込
こ

み工
こう

法
ほう

の施
せ

工
こう

上
じょう

の留
りゅう

意
い

事
じ

項
こう

を2つ、具
ぐ

体
たい

的
てき

に記
き

述
じゅつ

しなさい。
	 　ただし、養

よう

生
じょう

に関
かん

する記
き

述
じゅつ

は除
のぞ

くものとする。

2.		 型
かた

枠
わく

工
こう

事
じ

において、柱
はしら

又
また

は梁
はり

型
かた

枠
わく

の加
か

工
こう

、組
くみ

立
た

ての施
せ

工
こう

上
じょう

の留
りゅう

意
い

事
じ

項
こう

を2つ、具
ぐ

体
たい

的
てき

に記
き

述
じゅつ

しなさい。
	 　ただし、基

き

礎
そ

梁
ばり

及
およ

び型
かた

枠
わく

支
し

保
ほ

工
こう

に関
かん

する記
き

述
じゅつ

は除
のぞ

くものとする。

3.		 コンクリート工
こう

事
じ

において、コンクリート打
うち

込
こ

み後
ご

の養
よう

生
じょう

に関
かん

する
施
せ

工
こう

上
じょう

の留
りゅう

意
い

事
じ

項
こう

を2つ、具
ぐ

体
たい

的
てき

に記
き

述
じゅつ

しなさい。
	 　なお、コンクリートに使

し

用
よう

するセメントは普
ふ

通
つう

ポルトランドセメン
トとし、計

けい

画
かく

供
きょう

用
よう

期
き

間
かん

の級
きゅう

は標
ひょう

準
じゅん

とする。

❼

4.		 鉄
てっ

骨
こつ

工
こう

事
じ

において、トルシア形
がた

高
こう

力
りょく

ボルトの締
しめ

付
つ

けに関
かん

する施
せ

工
こう

上
じょう

の留
りゅう

意
い

事
じ

項
こう

を2つ、具
ぐ

体
たい

的
てき

に記
き

述
じゅつ

しなさい。
	 　ただし、締

しめ

付
つ

け器
き

具
ぐ

に関
かん

する記
き

述
じゅつ

は除
のぞ

くものとする。

問
題 5 	 次

つぎ

の1．から8．の各
かく

記
き

述
じゅつ

において、ⓐからⓔの下
か

線
せん

部
ぶ

のうち最
もっと

も不
ふ

適
てき

当
とう

な語
ご

句
く

又
また

は数
すう

値
ち

の下
か

線
せん

部
ぶ

下
した

の記
き

号
ごう

とそれに替
か

わる適
てき

当
とう

な語
ご

句
く

又
また

は数
すう

値
ち

との組
くみ

合
あわ

せを、下
した

の枠
わく

内
ない

から1つ選
えら

びなさい。

1.		 改
かい

質
しつ

アスファルトシート防
ぼう

水
すい

常
じょう

温
おん

粘
ねん

着
ちゃく

工
こう

法
ほう

・断
だん

熱
ねつ

露
ろ

出
しゅつ

仕
し

様
よう

の場
ば

合
あい

、

立
たち

上
あが

り際
きわ

の風
かぜ

による負
ふ

圧
あつ

は平
ひら

場
ば

の一
いっ

般
ぱん

部
ぶ

より大
おお

きくなるため、断
だん

熱
ねつ

材
ざい

の上
うえ

が絶
ぜつ

縁
えん

工
こう

法
ほう

となる立
たち

上
あが

り際
きわ

の平
ひら

場
ば

部
ぶ

の幅
はば

3
ⓑ
00 mm程

てい

度
ど

は、防
ぼう

水
すい

層
そう

の 1
ⓒ
層
そう

目
め

に粘
ねん

着
ちゃく

層
そう

付
つき

改
かい

質
しつ

アスファルトシートを張
は

り付
つ

ける。

	 　なお、入
いり

隅
すみ

部
ぶ

では立
たち

上
あが

りに1
ⓔ
00 mm程

てい

度
ど

立
た

ち上
あ

げて、浮
う

きや口
くち

あき

が生
しょう

じないように張
は

り付
つ

ける。

1 ⓐ－正
せい

2 ⓑ－500 3 ⓒ－2 4 ⓓ－出
で

隅
すみ

5 ⓔ－150

2.		 セメントモルタルによるタイル張
ば

りにおいて、まぐさ、庇
ひさし

先
せん

端
たん

下
か

部
ぶ

など剥
はく

落
らく

のおそれが大
おお

きい箇
か

所
しょ

に小
こ

口
ぐち

タイル以
い

上
じょう

の大
おお

きさのタイルを

張
は

る場
ば

合
あい

、径
けい

が0
ⓒ
.6 mm以

い

上
じょう

のなまし鉄
てつ

線
せん

を剥
はく

落
らく

防
ぼう

止
し

用
よう

引
ひき

金
かな

物
もの

として

張
はり

付
つ

けモルタルに塗
ぬ

り込
こ

み、必
ひつ

要
よう

に応
おう

じて、受
うけ

木
ぎ

を添
そ

えて2
ⓔ
4時
じ

間
かん

以
い

上
じょう

支
し

持
じ

する。

1 ⓐ－見
み

付
つけ

2 ⓑ－モザイク 3 ⓒ－0.4 4 ⓓ－ステンレス 5 ⓔ－72

ⓐ

ⓓ

ⓐ

ⓑ

ⓓ

❽



令
和
3
年
度

3.		 長
ちょう

尺
じゃく

金
きん

属
ぞく

板
ばん

葺
ぶき

の下
した

葺
ぶき

のアスファルトルーフィングは軒
のき

先
さき

と平
へい

行
こう

に

敷
し

き込
こ

み、軒
のき

先
さき

から順
じゅん

次
じ

棟
むね

へ向
む

かって張
は

り、隣
りん

接
せつ

するルーフィングと

の重
かさ

ね幅
はば

は、流
なが

れ方
ほう

向
こう

（上
じょう

下
げ

）は1
ⓑ
00 mm以

い

上
じょう

、長
なが

手
て

方
ほう

向
こう

（左
さ

右
ゆう

）は

1
ⓒ
50 mm以

い

上
じょう

重
かさ

ね合
あ

わせる。

	 　金
きん

属
ぞく

板
ばん

を折
おり

曲
ま

げ加
か

工
こう

する場
ば

合
あい

、塗
と

装
そう

又
また

はめっき及
およ

び地
じ

肌
はだ

に亀
き

裂
れつ

が生
しょう

じないよう切
き

れ目
め

を入
ⓓ

れないで折
お

り曲
ま

げる。金
きん

属
ぞく

板
ばん

を小
こ

はぜ掛
が

けとす

	 る場
ば

合
あい

は、はぜの折
おり

返
かえ

し寸
すん

法
ぽう

と角
かく

度
ど

に注
ちゅう

意
い

し、小
こ

はぜ内
ない

に3～6 mm

程
てい

度
ど

の隙
すき

間
ま

を設
もう

けて毛
もう

細
さい

管
かん

現
げん

象
しょう

による雨
う

水
すい

の浸
しん

入
にゅう

を防
ふせ

ぐようにする。

1 ⓐ－垂
すい

直
ちょく

2 ⓑ－200 3 ⓒ－200 4 ⓓ－入
い

れて 5 ⓔ－風
かぜ

4.		 内
ない

装
そう

の床
ゆか

張
はり

物
もの

下
した

地
じ

をセルフレベリング材
ざい

塗
ぬ

りとする場
ば

合
あい

、軟
なん

度
ど

を一
いっ

	 定
てい

に練
ね

り上
あ

げたセルフレベリング材
ざい

を、レベルに合
あ

わせて流
なが

し込
こ

む。

流
なが

し込
こ

み中
ちゅう

はできる限
かぎ

り通
つう

風
ふう

を良
よ

くして作
さ

業
ぎょう

を行
おこな

う。

	 　施
せ

工
こう

後
ご

の養
よう

生
じょう

期
き

間
かん

は、常
じょう

温
おん

で 7
ⓒ
日
にち

以
い

上
じょう

、冬
とう

期
き

間
かん

は1
ⓓ
4日
にち

以
い

上
じょう

とし、

	 施
せ

工
こう

場
ば

所
しょ

の気
き

温
おん

が 5
ⓔ
℃以

い

下
か

の場
ば

合
あい

は施
せ

工
こう

しない。

1 ⓐ－硬
こう

2 ⓑ－避
さ

けて 3 ⓒ－3 4 ⓓ－28 5 ⓔ－3

5.		 PCカーテンウォールのフ
ⓐ

ァスナー方
ほう

式
しき

には、ロッキング方
ほう

式
しき

、スウェ

	 イ方
ほう

式
しき

がある。ロッキング方
ほう

式
しき

はPCパネルを回
かい

転
てん

させることにより、

	 また、スウェイ方
ほう

式
しき

は上
じょう

部
ぶ

、下
か

部
ぶ

ファスナーの両
りょう

方
ほう

をルーズホールな

どで滑
すべ

らせることにより、PCカーテンウォールを層
そう

間
かん

変
へん

位
い

に追
つい

従
じゅう

さ

ⓐ

い

ⓔ

ⓐ

ⓑ

ⓑ

ⓒ

ⓓ ⓔ

せるものである。

1 ⓐ－取
とり

付
つけ

2 ⓑ－滑
すべ

らせる 3 ⓒ－どちらか 4 ⓓ－回
かい

転
てん

させる 5 ⓔ－地
じ

震
しん

6.		 塗
と

装
そう

工
こう

事
じ

における研
けん

磨
ま

紙
し

ずりは、素
そ

地
じ

の汚
よご

れや錆
さび

、下
した

地
じ

に付
ふ

着
ちゃく

して

いる塵
じん

埃
あい

を取
と

り除
のぞ

いて素
そ

地
じ

や下
した

地
じ

を粗
そ

面
めん

にし、かつ、次
じ

工
こう

程
てい

で適
てき

用
よう

す

	 る塗
と

装
そう

材
ざい

料
りょう

の付
ふ

着
ちゃく

性
せい

を確
かく

保
ほ

するための足
あし

掛
が

かりをつくり、仕
し

上
あが

りを良
よ

くするために行
おこな

う。

	 　研
けん

磨
ま

紙
し

ずりは、下
か

層
そう

塗
と

膜
まく

が十
じゅう

分
ぶん

乾
かん

燥
そう

した後
のち

に行
おこな

い、塗
と

膜
まく

を過
か

度
ど

に研
と

がないようにする。

1 ⓐ－油
ゆ

分
ぶん

2 ⓑ－平
へい

滑
かつ

3 ⓒ－作
さ

業
ぎょう

4 ⓓ－付
ふ

着
ちゃく

5 ⓔ－硬
こう

化
か

7.		 居
きょ

室
しつ

の壁
かべ

紙
がみ

施
せ

工
こう

において、壁
かべ

紙
がみ

及
およ

び壁
かべ

紙
がみ

施
せ

工
こう

用
よう

でん粉
ぷん

系
けい

接
せっ

着
ちゃく

剤
ざい

の

ホ
ⓑ

ルムアルデヒド放
ほう

散
さん

量
りょう

は、一
いっ

般
ぱん

にF☆
ⓒ
☆☆☆としている。また、防

ぼう

	 火
か

材
ざい

の認
にん

定
てい

の表
ひょう

示
じ

は防
ぼう

火
か

製
せい

品
ひん

表
ひょう

示
じ

ラ
ⓓ
ベルを1区

く

分
ぶん

（1室
しつ

）ごとに 1
ⓔ
枚
まい

以
い

上
じょう

張
は

り付
つ

けて表
ひょう

示
じ

する。

1 ⓐ－溶
よう

剤
ざい

2 ⓑ－シンナー 3 ⓒ－☆☆☆ 4 ⓓ－シール 5 ⓔ－2

ⓐ ⓑ

ⓒ ⓓ

ⓔ

ⓐ

❾ �
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8.		 コンクリート打
うち

放
はな

し仕
し

上
あ

げ外
がい

壁
へき

のひび割
わ

れ部
ぶ

の改
かい

修
しゅう

における樹
じゅ

脂
し

注
ちゅう

入
にゅう

工
こう

法
ほう

は、外
がい

壁
へき

のひび割
わ

れ幅
はば

が0.2 mm以
い

上
じょう

2
ⓐ
.0 mm以

い

下
か

の場
ば

合
あい

に主
おも

に

	 適
てき

用
よう

され、シール工
こう

法
ほう

やU
ⓑ
カットシール材

ざい

充
じゅう

填
てん

工
こう

法
ほう

に比
くら

べ耐
たい

久
きゅう

性
せい

が期
き

待
たい

できる工
こう

法
ほう

である。

	 　挙
きょ

動
どう

のあるひび割
わ

れ部
ぶ

の注
ちゅう

入
にゅう

に用
もち

いるエポキシ樹
じゅ

脂
し

の種
しゅ

類
るい

は、軟
なん

質
しつ

形
けい

とし、粘
ねん

性
せい

による区
く

分
ぶん

が低
てい

粘
ねん

度
ど

形
けい

又
また

は中
ちゅう

粘
ねん

度
ど

形
けい

とする。

1 ⓐ－1.0 2 ⓑ－V 3 ⓒ－耐
たい

水
すい

4 ⓓ－硬
こう

5 ⓔ－高
こう

問
題 6 	 次

つぎ

の1．から3．の各
かく

法
ほう

文
ぶん

において、   に当
あ

てはまる正
ただ

しい語
ご

句
く

を、下
した

の該
がい

当
とう

する枠
わく

内
ない

から1つ選
えら

びなさい。

1.		 建
けん

設
せつ

業
ぎょう

法
ほう

（請
うけ

負
おい

契
けい

約
やく

とみなす場
ば

合
あい

）
	 　第

だい

�24条
じょう

　委
い

託
たく

その他
た

いかなる  ①  をもってするかを問
と

わず、  ②  を
得
え

て建
けん

設
せつ

工
こう

事
じ

の完
かん

成
せい

を目
もく

的
てき

として締
てい

結
けつ

する契
けい

約
やく

は、建
けん

設
せつ

工
こう

事
じ

の請
うけ

負
おい

契
けい

約
やく

とみなして、この法
ほう

律
りつ

の規
き

定
てい

を適
てき

用
よう

する。

① 1 業
ぎょう

務
む

2 許
きょ

可
か

3 立
たち

場
ば

4 名
めい

義
ぎ

5 資
し

格
かく

② 1 報
ほう

酬
しゅう

2 利
り

益
えき

3 許
きょ

可
か

4 承
しょう

認
にん

5 信
しん

用
よう

2.		 建
けん

築
ちく

基
き

準
じゅん

法
ほう

施
し

行
こう

令
れい

（建
た

て方
かた

）
	 　第

だい

�136条
じょう

の6　建
けん

築
ちく

物
ぶつ

の建
た

て方
かた

を行
おこ

なうに当
あ

たっては、仮
かり

筋
すじ

かいを
取
と

り付
つ

ける等
とう

荷
か

重
じゅう

又
また

は外
がい

力
りょく

による  ③  を防
ぼう

止
し

するための措
そ

置
ち

を

ⓒ

ⓓ

ⓔ

講
こう

じなければならない。
	 　2�　鉄

てっ

骨
こつ

造
ぞう

の建
けん

築
ちく

物
ぶつ

の建
た

て方
かた

の  ④  は、荷
か

重
じゅう

及
およ

び外
がい

力
りょく

に対
たい

して安
あん

全
ぜん

なものとしなければならない。

③ 1 事
じ

故
こ

2 災
さい

害
がい

3 変
へん

形
けい

4 傾
けい

倒
とう

5 倒
とう

壊
かい

④ 1 ワイヤロープ 2 仮
かり

筋
すじ

かい 3 仮
かり

締
じめ

4 本
ほん

締
じめ

5 手
て

順
じゅん

3.		 労
ろう

働
どう

安
あん

全
ぜん

衛
えい

生
せい

法
ほう

（元
もと

方
かた

事
じ

業
ぎょう

者
しゃ

の講
こう

ずべき措
そ

置
ち

等
とう

）
	 　第

だい

�29条
じょう

　元
もと

方
かた

事
じ

業
ぎょう

者
しゃ

は、関
かん

係
けい

請
うけ

負
おい

人
にん

及
およ

び関
かん

係
けい

請
うけ

負
おい

人
にん

の労
ろう

働
どう

者
しゃ

が、当
とう

該
がい

仕
し

事
ごと

に関
かん

し、この法
ほう

律
りつ

又
また

はこれに基
もと

づく命
めい

令
れい

の規
き

定
てい

に違
い

反
はん

しな
いよう必

ひつ

要
よう

な  ⑤  を行
おこ

なわなければならない。
	 　2�　元

もと

方
かた

事
じ

業
ぎょう

者
しゃ

は、関
かん

係
けい

請
うけ

負
おい

人
にん

又
また

は関
かん

係
けい

請
うけ

負
おい

人
にん

の労
ろう

働
どう

者
しゃ

が、当
とう

該
がい

仕
し

事
ごと

に関
かん

し、この法
ほう

律
りつ

又
また

はこれに基
もと

づく命
めい

令
れい

の規
き

定
てい

に違
い

反
はん

している
と認
みと

めるときは、  ⑥  のため必
ひつ

要
よう

な指
し

示
じ

を行
おこ

なわなければならない。
	 　3　（略

りゃく

）

⑤ 1 説
せつ

明
めい

2 教
きょう

育
いく

3 指
し

導
どう

4 注
ちゅう

意
い

喚
かん

起
き

5 契
けい

約
やく

⑥ 1 衛
えい

生
せい

2 是
ぜ

正
せい

3 改
かい

善
ぜん

4 安
あん

全
ぜん

5 健
けん

康
こう

� �
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問題1
品質管理を行った工事
イ 工事名
ロ 工事場所

ハ 工事の内容

ニ 工期等
ホ あなたの立場

へ あなたの
業務内容

1．品質管理の事例

事
例
１

① 工種名

② 品質の目標及び重点
品質管理項目

③

②の重点品質管理項
目を定めた理由及び
発生を予測した欠陥
又は不具合

④

②の重点品質管理項目
について、実施した内
容及びその確認方法又
は検査方法

令和3年度 第二次検定試験 解答用紙 ※�141％に拡大コピーして
お使いください。

❶

事
例
2

① 工種名

② 品質の目標及び重点
品質管理項目

③

②の重点品質管理項
目を定めた理由及び
発生を予測した欠陥
又は不具合

④

②の重点品質管理項目
について、実施した内
容及びその確認方法又
は検査方法

2．組織的な品質管理活動

①
品質管理活動の内容
及び協力会社等に伝達す
る手段又は方法

②品質管理活動によっても
たされる良い影響

❷
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問題2
建築工事における仮設物の設置を計画するに当たり、留意及び検討すべき事項

⒈　

仮
設
ゴ
ン
ド
ラ

①

②

⒉ 

場
内
仮
設
事
務
所

①

②

⒊ 

工
事
ゲ
ー
ト
（
車
両
出
入
口
）

①

②

❸

問題3
1．
作業A4、B4及びA8、B8の作業内容

作業A4、B4 作業A8、B8

2．
作業B6のフリーフロート

3．
当てはまる数値
作業A3の人数　あ 人

作業A4の人数　い 人

4．
　  から　   までの総所要日数

問題4
1．�杭工事において、既製コンクリート杭の埋込み工法の施工上の留意事項（養
生に関する記述は除く）

①

②

◯終◯始

❹



令
和
3
年
度

4．�鉄骨工事において、トルシア形高力ボルトの締付けに関する施工上の留意事
項（締付け器具に関する記述は除く）

①

②

問題5

最も不適当な語句又は
数値の記号と適当な語句又は
数値との組合せ

1. 1 2 3 4 5

2. 1 2 3 4 5

3. 1 2 3 4 5

4. 1 2 3 4 5

5. 1 2 3 4 5

6. 1 2 3 4 5

7. 1 2 3 4 5

8. 1 2 3 4 5

問題6.
当てはまる正しい語句

1.
① 1 2 3 4 5

② 1 2 3 4 5

2.
③ 1 2 3 4 5

④ 1 2 3 4 5

3.
⑤ 1 2 3 4 5

⑥ 1 2 3 4 5

2．�型枠工事において、柱又は梁型枠の加工、組立ての施工上の留意事項（基礎
梁及び型枠支保工に関する記述は除く）

①

②

3．�コンクリート工事において、コンクリートの打込み後の養生に関する施工上
の留意事項（コンクリートに使用するセメントは普通ポルトランドセメント
とし、計画供用期間の級は標準とする）

①

②

❺ ❻


